
(A)大阪市水道局、京都市上下水道局/(B)神戸市水道局
(A)コースについては、技術研修開始日より約8日間は、(給・配水）コース研修員と合同で受講するために、（給・配水）に
ついての基礎知識の習得が可能。

【事前活動】
1. 所属組織での課題抽出および研修員と研修員の所属組織（長）による課題設定 
2. インセプションレポート、質問票の作成 　　

【本邦活動】以下の項目に関する講義、見学、実習、討議を行なう。 
　<講義>　水質管理、塩素消毒理論、（取水・配水・浄水）施設の概要、機械・電気施設維持
　　　　　管理、災害対策
　<見学> （取水・浄水・配水）施設、ポンプ製造工場、水道メーター製造工場、水の科学博物
　　　　　　館　　
　<実習>　漏水の点検整備、浄水施設の運転管理、浄水処理、水質監視機器の保守点検、
　<討議> コンサルテーション、アクションプラン作成における研修員間討議 　

【事後活動】本邦研修終了後3ヵ月以内に研修員の所属先で普及活動を実施する。及び6か月後
を目途にプログレスレポートを提出する。
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(A)大阪市水道局・京都市上下水道局/(B)神戸市水道局

【案件目標】
対象国の都市上水道維持管理を実施する組織の「浄水・水質」分野を担う技術者の人材育成を
目指し、日本が有している知識や技術の中から応用可能なものが技術者に共有される。

【成果】
１．日本の水道事業の運用及び概要を理解し、他の者に対し説明できるようになる。
２．「浄水・水質」装置の運用及び維持管理についての知識・技術を修得し、他の者に対し説
    明できるようになる。
３．配水・配管に関する基本技術を修得し、他の者に対し説明できるようになる。
４．本邦研修修了時に、研修員の所属先で適用可能な「浄水・水質」関連の水道技術に関する
    アクションプランを作成することができる

目標／成果

内　容

【対象組織】
都市上水道の運用及び維持管理を実施する
組織

【対象人材】
都市上水道維持管理を実施する組織の「浄
水・水質」部門技術者（エンジニアレベル
）で、その分野における現場経験が5年以
上あること、技術指導を実施する立場にあ
る者

対象組織／人材

都市上水道維持管理（浄水・水質）
Operation and Maintenance of Urban Water Supply System(Water Quality and Purification)

特記事項
及び

ホームページ

水資源/都市給水

対象国の条件：

副分野課題：

都市上水道の維持管理を行なう現場技術者（エンジニアレベル）の中でも「浄水・水質」に従事する技術者に対し、集中的、かつ実践的な
技術の移転、普及を図る。
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